
2026 年度 学校名：

学科・学年 授業方法 講義時期 通年

授業科目 担当者 科目必修区分 必修

授業概要

到達目標

授業計画 授業時間数

1 2

2 2

3 1

4 1

5 1

6 1

7 2

8 2

9 2

10 2

11 2

12 3

13 3

14 2

15 1

16 2

18 2

19 2

20 2

21 2

22 2

23 2

24 2

25 1

26 1

27 2

28 2

29 6

32 2

33 1

34 2

合計時間数 60

教科書

時間外 学習

担当詳細

実務経験紹介 ―

特になし

成績評価
方法

【出席（10Ｐ）】【提出物（5Ｐ）】【授業態度（5Ｐ）】【評価テスト（80Ｐ）】で評価

学校基準により4段階評価とする

看護職員 備　　考 必要な補足があれば別教科書引用

各疾患用手作り療法食についてポスター作製

後期評価試験対策

後期評価試験+試験前対策

後期評価試験解説

EDUWARDPress愛玩動物看護師カリキュラム準拠教科書８巻

疾患と栄養の関係（腫瘍/悪液質）

前期評価試験解説

疾患と栄養の関係（慢性腎臓病）

疾患と栄養の関係（尿石症）

疾患と栄養の関係（心血管系疾患）

疾患と栄養の関係（消化器疾患）

疾患と栄養の関係（膵臓）

疾患と栄養の関係（肝疾患）

疾患と栄養の関係（糖尿病）

疾患と栄養の関係（アレルギー疾患）

疾患と栄養の関係（アトピー性皮膚炎）

疾患と栄養の関係（皮膚疾患）

前期評価試験

栄養学基礎小テスト実施・回答解説

第二章　栄養評価法

犬猫のライフステージと栄養

第三章　ペットフードの歴史

第四章　栄養指導

前期評価試験対策（自習時間含む）

ミネラル

第一章　犬・猫の基礎栄養（栄養と栄養素）

犬猫の禁忌食

炭水化物

脂質

たんぱく質

ビタミン

5大栄養素やその代謝など基礎栄養学を学ぶと共に、ライフステージや疾患ごとの違い、各種療
法食の特色や給仕方法などを習得する。

・5大栄養素の働きを知り、栄養要求の種差を学ぶ。
・動物のエネルギー要求量の意味と計算方法を知り、適切に説明できる。
・療法食の特徴や効果を知り、飼主に説明できるようになる。

内　　容

導入：犬猫の食性と嗜好

シラバス

沖縄ペットワールド専門学校

動物看護・管理学科（3年制）動物看護専攻2年 講義

動物栄養学 和宇慶　由女乃



2026 年度 学校名：

学科・学年 授業方法 講義時期 後期

授業科目 担当者 科目必修区分 必修

授業概要

到達目標

授業計画 授業時間数

1 実際の動物を触って知ろう　　2名1組で実習 24

2

3

4

5

6

7

8

9

10

11

12

13

14

15

16

17

18

19

20

21

22

23

24

25

26

27

28

29

30

合計時間数 24

教科書

【出席】【授業態度（提出物・ミニテスト含む）】【評価テスト】で評価

担当詳細 教員 備　　考

実務経験紹介 ―

エデュワードプレス　愛玩動物看護師カリキュラム準拠教科書１巻

時間外
学習

次回講義予定の章の教科書内容を確認

成績評価
方法 学校基準により4段階評価とする

シラバス

沖縄ペットワールド専門学校

動物看護・管理学科（3年制）動物看護専攻2年 講義

動物形態機能学Ⅱ 前田 真吾

動物の生命維持の仕組みを形態学・機能学・生化学の面から学び、生命体としての動物を細
胞、組織、臓器レベルの各段階で理解するとともに病的変化について学ぶ基盤を確立する。加
えて、実際の動物の身体に触れる実習を行い、生きた動物の構造を体感的に学ぶことで、動物
看護に不可欠な生体観察の基本を習得する。
各臓器、各器官系のつくりと機能を学び、動物生体の生命維持について正常なはたらきを理解
する。正常なはたらきを理解することで、異常なはたらき（＝疾病）への理解が深まり、いち早く発
見できる観察力を身につけることにもつながる。

内　　容



2026 年度 学校名：

学科・学年 授業方法 講義時期 後期

授業科目 担当者 科目必修区分 必修

授業概要

到達目標

授業計画 授業時間数

1 2

2 2

3 2

4 展示動物（動物園水族館の役割と歴史） 2

5 展示動物（個体管理） 2

6 展示動物（展示方法・安全管理） 2

7 展示動物（環境エンリッチメント） 2

8 評価試験 1

9

10

11

12

13

14

15

16

17

18

19

20

21

22

23

24

25

26

27

28

29

30

合計時間数 15

教科書

担当詳細 教員 備　　考

実務経験紹介 -

成績評価
方法

【出席（10Ｐ）】【確認テスト（5Ｐ）】【授業態度（5Ｐ）】【評価テスト（80Ｐ）】で評価

学校基準により4段階評価とする

愛玩動物看護師カリキュラム準拠教科書6巻（EDUWARDPress）

時間外
学習

野生生物（救護・事故）

シラバス

沖縄ペットワールド専門学校

動物看護・管理学科（3年制）動物看護専攻2年 講義

比較動物学Ⅰ 神山　麻輝

・野生生物の法律を知り、定義を身に付ける。
・展示動物役割を知る。
・展示動物の管理や福祉に関する知識を身に付ける。

野生生物や自然に対してプラスになる行動を起こす志向を持つことが出来る。

内　　容

野生生物（野生動物の分類と生物多様性）

野生生物（鳥獣害の現状・絶滅危惧種・外来生物）



2026 年度 学校名：

学科・学年 授業方法 講義時期 前期

授業科目 担当者 科目必修区分 必修

授業概要

到達目標

授業計画 授業時間数

1 1

2 1

3 1

4 1

5 1

6 1

7 1

8 1

9 1

10 1

11 1

12 1

13 1

14 1

15 1

16

17

18

19

20

21

22

23

24

25

26

27

28

29

30

合計時間数 15

教科書

担当詳細

実務経験紹介 ―

成績評価 方法
【出席（5Ｐ）】【実技テスト（5Ｐ）】【授業態度（5Ｐ）】【課題提出（5Ｐ）】【評価テスト（80Ｐ）】で評価

学校基準により4段階評価とする

教員 備　　考

愛玩動物看護師カリキュラム準拠教科書５巻（EDUWARDPress）、プリント資料

時間外 学習

前期評価試験

獣医師法

獣医療法

感染症の予防及び感染症の患者に対する医療に関する法律①

感染症の予防及び感染症の患者に対する医療に関する法律②

狂犬病予防法

医薬品、医療機器等の品質、有効性及び安全性の確保等に関する法律①

医薬品、医療機器等の品質、有効性及び安全性の確保等に関する法律②

麻薬及び向精神薬取締法

毒物及び劇物取締法

労働基準法、民法、商法

まとめ演習

愛玩動物看護師法②

シラバス

沖縄ペットワールド専門学校

動物看護・管理学科（3年制）動物看護専攻2年 講義

動物看護関連法規 永井洋美

動物看護に関連する基本的な法規について学び、社会における愛玩動物看護師の役割を理解する

・法の体系について理解できる
・獣医療関連法規の内容を理解し遵守できる
・狂犬病予防法の内容を遵守し、飼い主への啓発を行える
・薬事行政法規の内容を理解し、業務上適切に扱うことができる

内　　容

法の体系

愛玩動物看護師法①



2026 年度 学校名：

学科・学年 授業方法 講義時期 通年

授業科目 担当者 科目必修区分 必修

授業概要

到達目標

授業計画 授業時間数

1 1

2 1

3 4

4 1

5 1

6 1

7 1

8 2

9 1

10 1

11 1

12 3

13 2

14 1

15 2

16 1

17 2

18 1

19 1

20 1

21 1

22

23

24

25

26

27

28

29

30

合計時間数 30

教科書

担当詳細

実務経験紹介 ―

成績評価 方法
【出席（5Ｐ）】【確認テスト（5Ｐ）】【授業態度（5Ｐ）】【課題提出（5Ｐ）】【評価テスト（80Ｐ）】で評価

学校基準により4段階評価とする

教員 備　　考

愛玩動物看護師カリキュラム準拠教科書3巻　動物感染症学、PPデータ

時間外 学習

シラミ・ハジラミ類

ノミ類

双翅類

産業動物の寄生虫

まとめ

後期評価試験

ダニ類

まとめ

回虫類

鉤虫類

犬糸状虫

東洋眼虫

その他の線虫類

まとめ

前期評価試験

吸虫類

条虫類

まとめ

原虫類

シラバス

沖縄ペットワールド専門学校

動物看護・管理学科（3年制）動物看護専攻2年 講義・演習

動物感染症学Ⅱ 島袋　桃李

犬猫に関する代表的な寄生虫と、その予防や駆除の知識を身につけ、飼い主へ指導・アドバイスすることができる

①寄生虫の分類ごとの特徴を知る
②寄生虫ごとの感染経路と生活環を理解し、適切な予防法を判断することができる
③感染した際に認められる症状や、適切な検査法、看護ケアを判断することができる
④寄生虫を形態で判別することができる

内　　容

導入（身近な寄生虫）、寄生虫症への感染

寄生虫学総論



2026 年度 学校名：

学科・学年 授業方法 講義時期 通年

授業科目 担当者 科目必修区分 必修

授業概要

到達目標

授業計画 授業時間数

1 1

2 2

3 4

4 2

5 2

6 2

7 前期評価試験対策 2

8 1

9 2

10 第15章　神経学的検査に関わる技術(P267～281) 2

11 第16章　眼科検査に関わる技術(P283～296) 2

12 第17章　皮膚と耳の検査に関わる技術(P297～313) 2

13 1

14 10

15 10

16

17

18

19

20

21

22

23

24

25

26

27

28
合計時間数 45

教科書

時間外 学習

担当詳細

実務経験紹介 ―

成績評価
方法

【出席（10Ｐ）】【授業態度（5Ｐ）】【提出物（5P）】【評価テスト（80Ｐ）】で評価

※後期評価は、課題にて行う

教員 備　　考 １章完了ごとに演習問題

看護実習テキスト、EDUWARDPress愛玩動物看護師カリキュラム準拠7巻

内科看護学　調べ学習　発表物作成

内科看護学　調べ学習発表会（各質疑応答・評価時間含む）

内科看護学　調べ学習(概要説明）

様々な臨床検査の意義を学び正しい測定機器の扱い方、所見の記録法を修得する

・様々な検査の手技を習得
・検査を行う状況・状態を知り、正常と異常の判断ができる。

内　　容

導入　動物内科看護学の進め方・科目目標

第10章　心電図と血圧測定に関わる技術（P199～214）

第11章　Ｘ線検査に関わる技術（P215～232）

第12章　超音波検査に関わる技術(P233～244)

第13章　内視鏡検査に関わる技術(P245～256)

第14章　その他の画像検査に関わる技術(P257～265)

前期評価試験

前期評価試験解説

シラバス

沖縄ペットワールド専門学校
動物看護・管理学科（3年制）動物看護専攻2年 講義

動物内科看護学Ⅱ 和宇慶　由女乃



2026 年度 学校名：

学科・学年 授業方法 講義時期 前期

授業科目 担当者 科目必修区分 必修

授業概要

到達目標

授業計画 授業時間数

1 救急看護とは　　救急看護①動物モニターその①（救急医療の原則） 2

2 救急看護①動物モニターその2（意識レベル・呼吸・心拍とリズム） 1

3 救急看護②動物モニターその1（循環のパラメーター） 1

4 救急看護②動物モニターその2（生理学パラメーター） 1

5 救急看護③心肺蘇生その1（緊急時のABCについて） 1

6 救急看護③心肺蘇生その2（心臓マッサージについて） 1

7 2

8 救急看護④心肺蘇生その3（緊急時の薬剤について） 1

9 救急看護④心肺蘇生その4（除細動について） 1

10 救急看護⑤輸液その1（輸液基礎編） 1

11 救急看護⑤輸液その2（輸液の種類について） 1

12 救急看護⑥輸血その1（輸血の意義） 1

13 救急看護⑥輸血その2（輸血時の作業と注意点） 1

14 2

15 救急看護⑦眼科その1（眼球突出・眼瞼の損傷） 1

16 1

17 1

18 1

19 2

20 動画視聴 3

21 2

22 2

合計時間数 30

教科書

担当詳細 教員 備　　考

実務経験紹介 ―

時間外
学習

成績評価
方法

【出席（5Ｐ）】【授業態度（5Ｐ）】【評価テスト（90Ｐ）】で評価

学校基準により4段階評価とする

プリント、ＰＰデータ

救急看護⑧神経その2（脊椎の損傷、椎間板の突出）

救急看護⑦～⑧　まとめ　確認プリント

総まとめ（①～⑧）

評価試験・解答解説

救急看護⑧神経その1（てんかん・けいれん重積症）

沖縄ペットワールド専門学校

動物看護・管理学科（3年制）動物看護専攻2年 講義

動物外科看護学Ⅰ 儀間秀人

エマージェンシーの見極めとトリアージを知ることで救急救命に活かす。

緊急性の判断ができ、どのような場面でも対応できる知識を身につけることができる。

内　　容

救急看護①～③　まとめ　確認プリント

救急看護④～⑥　まとめ　確認プリント

救急看護⑦眼科その2（角膜の損傷・緑内障）



2026 年度 学校名：

学科・学年 授業方法 講義時期 通年

授業科目 担当者 科目必修区分 必修

授業概要

到達目標

授業計画 授業時間数

1 2

2 2

3 2

4 2

5 2

6 糞便検査(3)：細菌の観察、消化試験、免疫学的検査 2

7 2

8 2

9 2

10 2

11 2

12 2

13 2

14 2

15 2

16 2

17 2

18 血液検査(3)：血漿と血清の分離、血液の組成 2

19 2

20 2

21 2

22 2

23 2

24 2

25 2

26 細胞診と病理組織検査(2)：標本作製、固定法、評価の基礎 2

27 2

28 2

29 2

30 2

合計時間数 60

教科書

担当詳細

沖縄ペットワールド専門学校

動物看護・管理学科（3年制）動物看護専攻2年 講義

動物臨床検査学 前田　真吾

尿検査(4)：尿比重の評価と尿沈渣標本の作製原理

様々な臨床検査の原理や方法、意義について学び、検体や測定機器の正しい扱い方を理解
する。血液、尿、糞便検査を中心に、細胞診や遺伝子検査などの基礎知識を習得し、正確な検
査データを得るための理論的背景を身につける

臨床検査における動物看護師の役割や検査値の考え方を学び、検査機器を正しく扱う知識を
習得する。糞便・尿・血液等の検体採取と検査意義を理解し、さらに細胞診や遺伝子検査等の
専門的検査に関する基礎知識を網羅的に身につけることを目標とする。

内　　容

臨床検査の基礎（動物看護師の役割、検査の目的と分類）

検査値の考え方（定量・定性検査、基準値、感度と特異度）

主な検査機器の原理（顕微鏡、遠心分離機、屈折計）

糞便検査(1)：目的、採便法、肉眼的な性状観察

糞便検査(2)：寄生虫検査の原理（直接法、浮遊法、遠心沈殿法）

尿検査(1)：目的、採尿法（自然排尿、圧迫排尿、導尿、穿刺）

尿検査(2)：検体の取扱いと物理的性状検査（色調、混濁度）

尿検査(3)：化学的性状検査（尿試験紙検査項目と意義）

血液検査(8)：生化学検査の各項目（肝、腎、膵、電解質等）の意義

尿検査(5)：尿沈渣に出現する有形成分（細胞、結晶、円柱）

前期まとめ：糞便・尿検査の総括と復習

前期考査直前対策

前期考査

前期考査解答解説

血液検査(1)：採血部位、採血方法、保定の理論

血液検査(2)：採血管の種類（抗凝固剤の選択）と検体の保存

血液検査(4)：全血球計算（CBC）の項目と基準値（赤血球系）

血液検査(5)：全血球計算（CBC）の項目（白血球系、血小板）

血液検査(6)：血液塗抹標本の作製法と染色の原理

血液検査(7)：生化学検査の定義、目的、測定機器の原理

成績評価
方法

【出席】【授業態度（提出物・ミニテスト含む）】【評価テスト】で評価

学校基準により4段階評価とする

血液検査(9)：凝固検査、免疫学的検査、血液ガス分析

細胞診と病理組織検査(1)：検査の目的、細胞採取法

遺伝子検査(1)：検査の目的、PCR法などの原理

遺伝子検査(2)：検体の採取、取扱い、対象疾患

後期考査

後期考査解答解説

EDUWARD Press　愛玩動物看護師カリキュラム準拠教科書7巻

時間外
学習

次回講義予定の章の教科書内容を確認し、キーワードを整理しておくこと

教員 備　　考

実務経験紹介 -



2026 年度 学校名：

学科・学年 授業方法 講義時期 通年

授業科目 担当者 科目必修区分 必修

授業概要

到達目標

授業計画 授業時間数

1 2

2 2

3 2

4 2

5 2

6 呼吸器疾患(後半) 2

7 2

8 2

9 2

10 2

11 2

12 2

13 2

14 2

15 2

16 2

17 2

18 内分泌疾患(前半) 2

19 2

20 2

21 2

22 2

23 2

24 2

25 2

26 胆がん動物の看護(後半) 2

27 2

28 2

29 2

30 2

合計時間数 60

教科書

担当詳細

沖縄ペットワールド専門学校

動物看護・管理学科（3年制）動物看護専攻2年 講義

動物臨床看護学各論Ⅰ 前田　真吾

消化器・栄養代謝性疾患(後半)

犬猫の臨床現場で遭遇する主要な疾患について、その病態生理、特徴的な臨床症状、診断・
検査法を網羅的に学習、動物看護に必要な知識を学ぶ。疾患によっては好発種や好発年齢の
ポイントを把握した上で各症状を理解し、動物への看護法を身につけるためのステップとする。

学生が本講義で学んだ知識をもとに、臨床の現場で遭遇する各疾病を理解し、その動物に対
する緊急性の判断や獣医師の補助として最適な検査・処置・看護法・飼い主への指導を選択で
きる。

内　　容

徴候と病態生理の基礎

代表的な全身徴候(前半)

代表的な全身徴候(後半)

特異的徴候の理解

呼吸器疾患(前半)

循環器疾患(前半)

循環器疾患(後半)

消化器・栄養代謝性疾患(前半)

神経・整形外科疾患(前半)

泌尿器疾患（前半）

泌尿器疾患（後半）

感覚器の疾患

前期考査

前期考査解答解説

皮膚疾患(前半)

皮膚疾患(後半)

内分泌疾患(後半)

造血器・免疫介在性疾患（前半)

造血器・免疫介在性疾患（後半)

生殖器疾患

成績評価
方法

【出席】【授業態度（提出物・ミニテスト含む）】【評価テスト】で評価

学校基準により4段階評価とする

神経・整形外科疾患(前半)

胆がん動物の看護(前半)

救急疾患(前半)

救急疾患(後半)

後期考査

後期考査解答解説

EDUWARD Press　愛玩動物看護師カリキュラム準拠教科書9巻

時間外
学習

次回講義予定の章の教科書内容を確認し、キーワード(病名・症状・検査法等)を

整理しておくこと

教員 備　　考

実務経験紹介 -



2026 年度 学校名：

学科・学年 授業方法 講義時期 通年

授業科目 担当者 科目必修区分 必須

授業概要

到達目標

授業計画 授業時間数

1 3ｈ

2 2h

3 2h

4 2h

5 2h

6 2h

7 1h

8 1h

9 2h

10 2h

11 3h

12 3h

13 2h

14 2h

15 1h

16

17

18

19

20

21

22

23

24

25

26

27

28

29

30

合計時間数 30ｈ

教科書

担当詳細

実務経験紹介 ―

成績評価 方法
【出席（5Ｐ）】【確認テスト（5Ｐ）】【授業態度（5Ｐ）】【課題提出（5Ｐ）】【評価テスト（80Ｐ）】で評価

学校基準により4段階評価とする

教員 備　　考

愛玩動物看護師カリキュラム準拠教科書10巻

時間外 学習
無し。必要な場合その都度報告

後期 評価試験

第２章　動物終末期(飼い主)ケアの総論と動物看護師の役割

第２章　動物医療グリーフケア

第２章　ペットロス

前期 試験対策

前期評価試験

第３章　適正飼養に関する支援の目的と活動

第３章　動物取扱業における適正飼養

第３章　愛玩動物の過剰繁殖の問題とその対策

第３章　問題行動予防のための適切な飼養方法としつけ、飼い主に指導すべき事項や方法

コラム　動物病院とドッグトレーナーの役割分担

後期 試験対策

第１章　愛玩動物によって人間が受ける影響と問題点

シラバス

沖縄ペットワールド専門学校

動物看護・管理学科（3年制）動物看護専攻2年 講義

適正飼養指導論Ⅰ 仲里 祥輝

愛玩動物の効用や飼養目的などを理解した上で、適正飼養の推進活動、災害時の危機管理のあり方、
動物愛護管理行政の仕組みについて学ぶ。

・愛玩動物飼養の現状や目的について理解する。
・適正飼養に関する民間や行政の支援と目的について理解する。

内　　容

第１章　適正飼養とは

第１章　愛玩動物飼養の現状



2026 年度 学校名：

学科・学年 授業方法 講義時期 後期

授業科目 担当者 科目必修区分 必修

授業概要

到達目標

授業計画 授業時間数

1 4

2 6

3 2

4 2

5 その他の画像検査に関わる技術(P257～265) 2

6 4

7 実技試験(心電図・血圧)おさらい・練習 4

8 実技試験(X線・心電図・血圧) 6

9 2

10 1

11 2

12 4

13 4

14 4

15 2

16 1

17 2

18 4

19 進級試験(これまで学んだ検査) 4

20

21

22

23

24

25

26

27

28

合計時間数 60

教科書

時間外 学習

担当詳細

実務経験紹介 ―

成績評価
方法

【出席（10Ｐ）】【授業態度（5Ｐ）】【実技試験（5P）】【評価テスト（80Ｐ）】で評価

学校基準により4段階評価とする

教員 備　　考

看護実習テキスト、EDUWARDPress愛玩動物看護師カリキュラム準拠7巻、ファームプレス動物
看護師コアテキスト第3版5

眼科検査に関わる技術(P283～296)

皮膚と耳の検査に関わる技術(P297～313)

後期評価試験対策

後期評価試験

後期評価試験解説

進級試験(これまで学んだ検査)おさらい・練習

神経学的検査に関わる技術(P267～281)

様々な臨床検査の意義を学び正しい測定機器の扱い方、所見の記録法を修得する

・様々な検査の手技を習得
・検査を行う状況・状態を知り、正常と異常の判断ができる。

内　　容

心電図と血圧測定に関わる技術（P199～214）

Ｘ線検査に関わる技術（P215～232）

超音波検査に関わる技術(P233～244)

内視鏡検査に関わる技術(P245～256)

実技試験(X線)おさらい・練習

前期評価試験対策

前期評価試験対策

前期評価試験解説

シラバス

沖縄ペットワールド専門学校

動物看護・管理学科（3年制）動物看護専攻2年 実習

動物内科看護学実習Ⅱ 和宇慶　由女乃



2026 年度 学校名：

学科・学年 授業方法 講義時期 後期

授業科目 担当者 科目必修区分 必修

授業概要

到達目標

授業計画 授業時間数

1 外科動物看護実習の流れ、洗浄・滅菌について、手術の一連の流れ 2

2 手術時の毛刈り、消毒 2

3 手洗いについて、ガウンの装着方法、ガウンのたたみ方 2

4 グローブの装着方法、有窓布のたたみ方 2

5 まとめ・復習 2

6 手術器具について（器具名を覚えよう） 2

7 手術器具について（メス刃の付け方、縫合糸の付け方） 2

8 外科手術で使用する機器について学ぼう① 2

9 外科手術で使用する機器について学ぼう② 2

10 2

11 2

12 2

13 麻酔管理　導入～維持～覚醒　①・②麻酔表の書き方など 2

14 手術前日までの準備、手術当日の準備 3

15 手術準備・これまでの復習 3

16 手術準備・これまでの復習 3

17 評価試験（筆記）　解答解説 2

18 実技試験 4

19 4

合計時間数 45

教科書

担当詳細 儀間秀人（教員） 備　　考

実務経験紹介 那覇動物病院　林 和宏獣医師

時間外
学習

成績評価
方法

【出席（5Ｐ）】【確認テスト（5Ｐ）】【授業態度（5Ｐ）】【評価テスト（85Ｐ）】で評価

学校基準により4段階評価とする

臨床動物看護学Ⅰ　4、周術期の外科看護パーフェクトナビ、ＰＰデータ

手術実習　準備～手術～片付け　（林獣医師）

血管確保、気道確保

シラバス

沖縄ペットワールド専門学校

動物看護・管理学科（3年制）動物看護専攻2年 実習

動物外科看護学実習Ⅰ 儀間秀人（林 和宏）

周術期の術前・術中・術後において、動物看護師の役割を把握し、外科手術を助手するために
必要な外科看護技術を習得する。

学生が手術（去勢・避妊） に携わる上で、基本となる看護の役割（知識や技術）を実際の行動に
移すことができる。

内　　容

まとめ・復習

器具出し・外回りについて、麻酔前評価、麻酔薬(前投与薬、麻酔薬、鎮痛薬など)



2026 年度 学校名：

学科・学年 授業方法 講義時期 通年

授業科目 担当者 科目必修区分 必修

授業概要

到達目標

授業計画 授業時間数

1 1

2 2

3 2

4 1

5 2

6 糞便検査(2)：直接塗抹法の実施と顕微鏡観察 2

7 2

8 2

9 2

10 2

11 2

12 2

13 4

14 4

15 血液検査(1)：採血用具の準備、抗凝固剤の混和と分注練習 2

16 血液検査(2)：ヘマトクリット管を用いた遠心とHt値の測定 2

17 血液検査(3)：血漿蛋白濃度の測定（屈折計）と血漿の色調観察 1

18 血液検査(4)：血液塗抹標本の作製(1)（引き離し法、押しガラス法） 2

19 血液検査(5)：血液塗抹標本の作製(2)（塗抹のチェックと修正） 2

20 血液検査(6)：血液塗抹標本の染色（迅速染色キットの使用） 2

21 血液検査(7)：顕微鏡観察(1)（赤血球と血小板の評価） 2

22 血液検査(8)：顕微鏡観察(2)（白血球の百分比算定の実践） 2

23 血液検査(9)：生化学検査（ドライケミストリー装置の操作） 2

24 血液検査(10)：免疫学的簡易キット（フィラリア等）の使用法 1

25 血液検査(11)：輸血クロスマッチ試験の実践 2

26 血液検査(12)：血液検査の総合実習（採血補助から結果記録まで） 2

27 後期考査直前対策 4

28 4

29

30

合計時間数 60

教科書

担当詳細

顕微鏡操作法(2)：油浸レンズの使用法と、使用後のメンテナンス

沖縄ペットワールド専門学校

動物看護・管理学科（3年制）動物看護専攻2年 講義

動物臨床検査学 前田　真吾

実習を通じて顕微鏡操作や検体処理、糞便・尿・血液検査の具体的な手技を習得する。動物
への倫理的配慮や安全管理を重視し、臨床現場で即戦力となる検査技術を磨くとともに、得ら
れた検査所見を正確に記録・報告する能力を養う。

実習を通じて顕微鏡操作や検査機器の正確な扱いを習得し、糞便・尿・血液検査の具体的な
手技を実践できる能力を養う。動物への倫理的配慮を常に意識し、得られた検査所見を正確に
記録・報告する技術を磨くことで、臨床現場で即戦力となる実技習得を目標とする。

内　　容

実習の心構えと身だしなみ、動物の愛護・福祉の再確認

顕微鏡操作法(1)：各部名称、低倍率から高倍率へのピント合わせ

検体の扱い方：採血・採尿・採便の補助と、検体の保存・処理の基本

糞便検査(1)：物理学的性状観察（肉眼観察）の実践

糞便検査(3)：浮遊法による虫卵検査の実施

糞便検査(4)：糞便検査の総合実習（簡易キットの使用法含む）

尿検査(1)：物理学的性状検査と、尿試験紙による化学的性状検査

尿検査(2)：屈折計を用いた尿比重の測定と調整

尿検査(3)：尿沈渣標本の作製（遠心分離操作）

尿検査(4)：尿沈渣の顕微鏡観察（有形成分の同定練習）

前期考査直前対策

前期考査（実技および口述）

後期考査（実技および口述）

EDUWARD Press　愛玩動物看護師カリキュラム準拠教科書7巻

時間外
学習

次回講義予定の章の教科書内容を確認し、キーワードを整理しておくこと

実務経験紹介 -

成績評価
方法

【出席】【授業態度（提出物・ミニテスト含む）】【評価テスト】で評価

学校基準により4段階評価とする

教員 備　　考



2026 年度 学校名：

学科・学年 授業方法 講義時期 通年

授業科目 担当者 科目必修区分 必修

授業概要

到達目標

授業計画 授業時間数

1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

11

12

13

14

15

16

17

18

19

20

21

22

23

24

25

26

27

28

29

30

合計時間数 90

教科書

担当詳細

シラバス

沖縄ペットワールド専門学校

動物看護・管理学科（3年制）動物看護専攻2年 実習

動物看護総合実習Ⅱ 連携企業等

・学校で学んだ知識や技術を現場で再確認し、「現場での実践」を体験する事で自身の学習の不足部分や実務能力
を高める機会とする。
・学生生活とは異なる社会人としてのあるべき姿を、現場の方々のご指導や助言をもとに学び、自己課題を明確に出
来る機会とする。
・研修内容を整理し、課題を発見する事が出来る。
・次段階の目標を設定し、実行の計画を立案する事が出来る。

内　　容

【補助型～実務型実習】
動物医療は獣医師、動物看護師、スタッフ全員が協力して行うチーム医療であることを理解
し、良好なコミュニケーション、動物看護師としての業務、役割を果たし、動物愛護の精神、言
葉遣い、プライバシーの尊重など基本的な事項について認識を深める。 45

【実務型実習】
総合的な動物看護の実務能力を修得するための指導を受け、動物看護師としての役割や責
任について認識を深める。また、指導者の助言を受けながら動物病院における獣医師との連
携を通じ看護計画の展開を修得し、動物看護を遂行できる能力を養う。 45

動物看護実習テキスト、プリント

時間外 学習

実務経験紹介 連携企業等（総数42社）

成績評価 方法
出席状況、実習日誌、企業による評価書をもとに、総合的に判断し、4段階評価とする。

学校基準により4段階評価とする

教員 備　　考



2026 年度 学校名：

学科・学年 授業方法 講義時期 前期

授業科目 担当者 科目必修区分

授業概要

到達目標

授業計画 授業時間数

1 2

2 2

3 2

4 2

5 2

6 5

合計時間数 15

教科書

担当詳細

実務経験紹介 ―専門学校講師　36年

～第５章～　わたしの「志」
１．仕事の世界は「夢」や「志」で成り立つ
２．私の「志」を立てる

●「志学」全体のふりかえり

志学　まとめ　提出

成績評価 方法
【出席（5Ｐ）】【授業態度（5Ｐ）】【課題提出（10Ｐ）】【評価テスト（80Ｐ）】で評価

学校基準により4段階評価とする

教員 備　　考

～第４章～　考える力（思考力）を磨く
１．逆境を乗り越えるために．．
２．「考える力（思考力）」
３．自己を探究する～私の将来像～
４．自己を把握する～日常生活における時間の遣い方～
５．自己を把握する～社会が認める（求める）能力～
６．「考える力」を高める

KBC学園オリジナルテキスト「志学Ⅰ・Ⅱ」

時間外 学習
プレゼンテーション練習（自主学習）

～第3章～　伝える力（想いを言葉に変える力）を磨く
１．考え方から生まれる「言葉」
２．言葉は心
３．「伝える力」を高める
４．伝わる「伝え方」
５．「伝える」ために必要な要素

シラバス

沖縄ペットワールド専門学校

動物看護・管理学科（3年制）動物看護専攻2年 講義（演習含む）

志学Ⅱ 當間　律子

社会で必要とされる能力を身に付けるために、良い影響を受ける力（感化）、伝える力、考える力を高める事を目的
に、様々な情報や人物に触れ、自身のロールモデルを探しプレゼンテーションにて共有し、伝わる伝え方の概要、論
理的に考えるなどワークを通して身に付ける

■何のために学ぶのか、働くのかそのあり方を考える
■志高く生きた人々に触れ、社会人として能動的に行動するために考える力、伝える力を学び自分の志（生き方・あ
り方：目標）を立てる

内　　容

～序章～
１．「志学Ⅰ」を振り返る
２．「志学Ⅱ」の学び方、学習目標と取り組みを理解する
３．仕事のやりがいや大切なものを考える

～第1章～
１．夢や希望を整理しよう
２．夢を志へ高める
３．志とは・・・
４．なぜ志が必要か・・・
５．志を立てるために必要なこと

～第2章～　「志」高く生きた人に学ぶ
１．社会で求められる能力
２．ロールモデルを見つけるメリット
３．ロールモデルの探し方
４．吉田松蔭を学ぶ（ロールモデル参考に）

発表にむけて
　■ロールモデルの基礎（発表に向けた準備について）PPにて説明



2026 年度 学校名：

学科・学年 授業方法 講義時期 通年

授業科目 担当者 科目必修区分 必修

授業概要

到達目標

授業計画 授業時間数

1 9

2 11

3 10

4

5

6

7

8

9

10

11

12

13

14

15

16

17

18

19

20

21

22

23

24

25

26

27

28

29

30

合計時間数 30

教科書

担当詳細

12～1月：県外・県内IS準備（企業研究、履歴書の準備、実習日程取り）

シラバス

沖縄ペットワールド専門学校

動物看護・管理学科（3年制）動物看護専攻2年 演習

就職実務Ⅱ 前田慎吾

動物業界への就職を視野に企業研究を綿密に行い、企業訪問などから自分の進路を明確にする。また、面接の目
的を理解させ自己PRや質疑応答などの演習を行う。併せて実践授業として、県内外ISへの心構えを学ぶ場とする。

自ら進んで企業研究を行い早期の就職内定獲得を実現可能とする活動が出来る。
履歴書の作成等、就職希望先への事前準備を滞りなく円滑に進めることができる。

内　　容

7月：県内IS準備（履歴書作成、事前挨拶日程取り、確認状作成）

9月：県内IS報告（お礼状作成、報告書作成提出）

就職活動の進め方（ＫＢＣ学園）

時間外 学習
企業研究（インターンシップ希望先など）

成績評価 方法
インターンシップの企業評価を基準とする【4段階評価】

教員 備　　考

実務経験紹介 ―



2026 年度 学校名：

学科・学年 授業方法 講義時期 前期

授業科目 担当者 科目必修区分 必修

授業概要

到達目標

授業計画 授業時間数

1 2

2 2

3 2

4 2

5 2

6 2

7 2

8 2

9 2

10 2

11 2

12 2

13 2

14 2

15 2

16

17

18

19

合計時間数 30

教科書

担当詳細

シラバス

沖縄ペットワールド専門学校

動物看護・管理学科（3年制）動物看護専攻2年 実習

パソコン実習Ⅰ 赤嶺 なぎさ

タイピング練習、入力速度をはかる、ビジネス文書作成

パソコン操作の基本を知り、word での操作や活用方法を身に付ける。
タイピング力の強化。
全員が検定取得できる力をつける。

正確に早く入力できるように操作する。
即戦力となる人材を目指し、ワープロ検定３級以上を取得する。

内　　容

自己紹介、オリエンテーション、タイピング練習

タイピング練習、Word基礎

タイピング練習、ビジネス文書の基本

タイピング練習、入力速度をはかる、ビジネス文書作成

タイピング練習、入力速度をはかる、ビジネス文書作成

タイピング練習、入力速度をはかる、ビジネス文書作成

タイピング練習、入力速度をはかる、ビジネス文書作成

タイピング練習、入力速度をはかる、ビジネス文書作成

日本語ワープロ検定問題集　コピー

検定対策（過去問題　時間測定、解答・解説）

検定対策（過去問題　時間測定、解答・解説）

検定対策（過去問題　時間測定、解答・解説）

検定対策（過去問題　時間測定、解答・解説）

検定対策（過去問題　時間測定、解答・解説）

ワープロ検定

時間外
学習

タイピングの練習

成績評価
方法

出席、提出物状況にて評価

学校基準により4段階評価とする

教員 備　　考

実務経験紹介 ―



2026 年度 学校名：

学科・学年 授業方法 講義時期 後期

授業科目 担当者 科目必修区分 必修

授業概要

到達目標

授業計画 授業時間数

1 2

2 2

3 2

4 2

5 2

6 2

7 2

8 2

9 2

10 2

11 2

12

13

14

15

16

17

18

19

20

21

22

23

24

25

26

27

28

29

30

合計時間数 22

教科書

担当詳細

接遇応対演習②

接遇応対演習③

評価試験

サービス接遇検定試験対策④（専門知識・一般知識）

サービス接遇検定試験対策⑤（過去問題）

サービス接遇検定試験対策⑥（過去問題）

サービス接遇検定試験対策⑦（模擬問題）

接遇応対演習①

教員 備　　考

実務経験紹介 ―

「サービス接遇検定準1級・2級・3級テキスト＆問題集」、「サービス接遇検定３級　実問題集」

時間外
学習

成績評価
方法

【出席（5Ｐ）】【確認テスト（5Ｐ）】【授業態度（5Ｐ）】【課題提出（5Ｐ）】【評価テスト（80Ｐ）】で評価

学校基準により4段階評価とする

シラバス

沖縄ペットワールド専門学校

動物看護・管理学科（3年制）動物看護専攻2年 演習

ビジネスマナーⅡ 糸数　奈奈子

ビジネスマナーⅠで習得した「ビジネスマナーの基礎」を踏まえ、現場で起こりうる様々な事例
へ、臨機応変な対応ができるような「応用力」の習得を目指します。

１．基本的なビジネスマナーを体得して、「知っている」から「できる」ようになる。
２．専門職においてのマナーを体得し、信頼される接遇サービスが提供できるようになる。
３．サービス接遇検定試験合格

内　　容

サービス接遇検定試験対策①（サービススタッフの資質）

サービス接遇検定試験対策②（対人技能）

サービス接遇検定試験対策③（実務技能）



2026 年度 学校名：

学科・学年 授業方法 講義時期 通年

授業科目 担当者 科目必修区分 必修

授業概要

到達目標

授業計画 授業時間数

1 2

2 6

3 16

4 4

5 6

6 4

7 4

8 2

9 2

10 2

11 16

12 6

13 6

14 24

15 4

16 40

17

18

19

20

21

22

合計時間数 144

教科書

担当詳細

シラバス

沖縄ペットワールド専門学校

動物看護・管理学科（3年制）動物看護専攻2年 演習/講義

特別授業Ⅱ 儀間秀人

7月【夏休みオリテ】
長期休み前にオリエンテーション・大掃除を実施

　教育理念に掲げる「豊かな人間性」を育むため、学内外の様々な授業や行事を通して協調性・思いやり・気配り・積
極性・感謝など自身の体験を通して身につける科目として位置付ける。

学生クレド（感謝、感動、思いやり・気配り、明朗、挨拶、素直、プラス思考、チャレンジ精神、永久戦力）に基づいて
行動することが出来る。

内　　容

4月【進級オリエンテーション】
目標設定、手引きの読み合わせ

5月【新入生歓迎会】
2.3年次が主体となり実施する全体スポーツ大会

4月～5月【動物の世話と管理実習】
実習を通して各動物たちの飼育方法、給仕方法、安全管理を学ぶ

5月【ライフプランセミナー】【健康診断】
性教育講座、那覇市医師会での健康診断

５月【ゴミゼロボランティア活動】
2.3年次が主体となり実施する全体ボランティア

6月【専攻行事】
看護専攻全クラスで行う屋外授業

7月【沖専各体育大会】
県内専門学校のｽﾎﾟｰﾂ大会

7月【保護者会】
保護者を招いて日ごろの学生生活を公開する。

時間外 学習
各授業・行事においての事前準備や調べ学習を指示。

前後の各実施委員会活動

8月【渡嘉敷島研修】
準備

8月【渡嘉敷島研修】
１・２年合同で２日間にかけて離島研修を行う。

8月【こどもの国】
動物園獣医師公園・バックヤード見学

11月【美ら海水族館内動物病院見学】
水族館獣医師公園・バックヤード見学

12月【アニマルフェスタ】【年末大掃除】
学校行事、冬休み前の大掃除

1月【就職出陣式】
就職活動について外部講師によるセミナーを行う。

2月【県外企業実習】

実務経験紹介 ―

成績評価 方法
出席により履修とする

教員 備　　考


